




















要約

多胎児の胎内発育の評価法と具体的な対応について検討するためにまず内外の文献から

review し、多胎妊娠に関する問題点を明けらかにした。双胎胎児発育曲線は内外におい

て報告はあるがわが国においては後方視的検討により報告されたものである。出生前から

超音波断層法などにより追跡したものは皆無であった。また双胎の予後を決定する重要な

症状である双胎間輸血症候群の発生時期などは未だ解っていない。したがって、このよう

な未解決の問題点の解決の端緒は双胎の標準発育曲線を作成することにあると思われた。


